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透析病院勤務歴24年。病院の顔と呼ばれる外来で師
長として勤務。マルチタレントとして透析室で穿刺業務
も行う。現在は、TNサクセスコーチングで専属講師と
して講演活動も行う。おもな執筆に『透析患者の検査値
ビジュアルノート』（メディカ出版、共著）、『外来看護』
（日総研出版、共著）。

執筆

あなたは看護師としてどこでどう働きたい？
働き方を決めるうえで今、考えておきたいことを紹介します。

学生だからこそ固めよう！  将来ビジョン

ナースライフ”
コーチング

できる
看護学生
のための

　私は、透析病院で看護師として24年間働いている井手

康子といいます。勤務経験を重ねるたびに透析看護にや

りがいを感じています。でもそんな私も、入職当時は透析

はわからないことだらけ。腎臓の働きや透析治療のしく

みについて先輩に一から指導してもらって今があります。

　私が透析病院で働きたいと思ったきっかけは、テレビ

で透析治療をテーマにした番組を観たことでした。透析

の機器や治療方法が進化していることで、社会復帰でき

る患者さんが増えて寿命も延びているということを知っ

て、「私の身内だったなら、どんなにうれしいだろう。

進歩する医療で患者さんの社会復帰に貢献できる自分に

なりたい」と感動したことによります。また、父が病弱

で入院生活が多かったこと、長期入院の末、従兄弟を白

血病で亡くしたことなどから「制限とともに生きていか

なければならない人たちを応援したい!」という想いが強

くなり、透析看護をめざしたのかもしれません。

透析看護をめざしたわけ 制限の多い透析患者さんの治療生活

Q
実習で、受け持ち患者さんに「しょせん私は、透

と う

析
せ き

しないと死んじゃう体だからね」と言われて、一生透析を
しなければならない患者さんの気持ちに寄り添える看護師になりたいと思いました。将来、透析病院で働く
には、どんな資格や知識が必要でしょうか?

A 透析病院で働くには看護師の免許以外に特別な資格は必要ありません。制限の多い生活を強いられている
患者さんの苦しみを、心から理解して支えることのできるスーパーナースをめざしてがんばってください!

一生のお付き合いになる透析治療。長い治
療の間には、 患者さんも看護師も「結婚・
出産・育児・家族の病気や介護」を経験
し、お互いがお互いの相談相手になること
もしばしば。長期治療だからこそ患者さんと

「苦楽をともにする家族のような」関係にな
れるのです。
こんなふうにアットホームな面も強い透析看
護、みなさんも経験してみたくありませんか?
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さらにエキスパートナースをめざすなら透析看護認定看護師

●必要とされる経験　
◦�看護師としての5年以上の実務経験のうち、透析看護の実務
経験3年以上
●必要とされる知識と技術（一部）　
◦安全かつ安楽な透析治療の管理
◦長期療養生活におけるセルフケア支援および自己決定の支援

　透析患者さんは、治療を病院だけに任せるのではな

く、日々の食事や体調を自己管理しなければなりませ

ん。特に厳しいのは水分制限です。みなさんが、夏の暑

い日に「水は1日に500mLしか飲んではいけません!」と言

われたら、かなりキツイですよね。でも、透析患者さん

は水分制限には慣れていて、普段の生活ではつらくない

という方が多くいます。

　そんな透析患者さんでもつらいのが、「結婚式」などの

お祝いの場。おめでたい場では豪華な食事が用意され、

食べないのは失礼にあたります。豪華な食事は塩分が高

いので、喉が渇いて水分を多くとってしまいます。で

も、招待されたら断るのも申し訳ない。人の暮らしとは

こういうものですよね。

　「500mLをオーバーですよ」と数字だけを追っている

と、患者さんは心を開いてくれなくなります。だからこ

そ、患者さん個々に寄り添える看護力が試されるのです。
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